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中越印刷魚津工場

念
腕
市
議
会
は
去
る
十
月
十

一
日
市
役
所
議
場
で
開入
信
つ
市

長
提
案
の
主
場
敷
地
用
主
地
確

保
の
件
を
議
決
し
た
が
、
市
議

会
で
も
、

工
場
誘
致
の
重
要
性

に
鑑
み
、
別
に
左
め
通
り
決
議

し
た
。

念

施

コu

議
案
第
九
院
号

工
場
敷
地
用
土
地
確
保
の
件

日
本
カ
ー
バ
イ
ド
工
業
株
式

会
社
よ
り
申
越
の

工

場

敷

地

に
充
当
す
る
た
め
.
開
会
社
の

一
要
望
す
る
魚
津
市
内
の
過
当
な

一
る
地
域
に
お
い
て
土
地
三
十
万

一
坪
を
市
が
確
保
す
る
も
の
と
す

一
る。

一

決
議

一

工
場
誘
致
は
‘
本
市
発
足
以

一
来
待
翠
久
し
き
に
亘
る
懸
案
で

一
あ
る
。

改
訂
売
渡
申
込
み
に
つ
い
て

十
月
十
四
日
現
在
市
の
集
荷
米
三
一
、
九
二
二
石
ご

報広市津魚

市
消
防
団
長
に
関
口
弥

…
氏

市
発
足
以
来
市
消
防
団
長
と

い
て
活
躍
さ
れ
て
い
た
河
内
則

一
氏
は
今
度
団
長
を
辞
任
せ
ら

れ
た
の
で
、
消
防
団
で
は
去
る

咽
十
月
十
=
一日
市
水
族
館
会
議
室

一
で
分
団
長
会
裁
を
開
き
、
後
任

)

一

団
長
問
題
に
つ
い
て
協
議
し
た

'1
一
が
、
新
消
防
団
長
に
は
、
前
市

(

-

議
会
議
長
で
あ

っ
た

魚
津
市
村
木

関

口

開

一

氏

を
満
場

一
致
で
披

選

す

る

こ

と
に
決
定
さ
れ
、
関
口
氏
も
こ

れ
を
承
諾
さ
れ
た
の
で
、
去
る

十
月
十
三
日
金
光
市
長
か
ら
正

式
に
任
命
の
手
績
が
と
ら
れ
た

向
第
三
分
団
長
魚
岸
太
郎
氏

市

議

ゐ、
.%i: 

今
回
日
本
カ

1
パ
イ

K
工
業

株
式
会
社
よ
り
申
入
れ
の
新
工

場
の
建
設
こ
そ
.
本
市
に
と
っ

て
百
年
の
大
計
を
樹
立
す
べ
き

好
機
と
調
わ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

今
こ
そ
こ
の
好
機
を
逸
す
る
こ

止
な
く
、
全
市
民
が
先
づ
工
場

誘
致
の
意
義
テ
真
に
理
解
し
、

祖
先
伝
来
の
農
地
或
は
住
宅
地

ま
で
提
供
の
己
む
な
き
に
至
る

方
々

に
対
し
て
は
、
深
甚
の
感

謝
と
十
分
な
る
代
償
を
構
じ
、

こ
れ
が
提
供
者
と
相
携
え
て
協

力

一
致、

・こ
れ
が
目
的
達
成
に

ま
い
進
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
右
満
場
一
致
を
も
っ
て
決
議
す

る
。昭
和
一一
一十
年
十
月
十
一
日

魚
津
市
議
会

は
、
病
気
療
養
中
の
た
め
辞
任

さ
れ
、
後
任
に
は
、

魚
津
市
角
川
町

熊

西

利

が
決
定
し
た
。

一一O
六

.
2
5
円

一豆.九凶〔)円

三一
‘九八
O

円

一3
.ニ一
一一O
円

一
六
、
四
き
円

四一
4
0
0
円

三、六七
O
円

一
色
、
実
。
円

八六、九九
O
円

五回
、
空
白
円

一六
.
0
0
0
円

二
玉
、
七
八
口
円

男
氏

向
日
赤
募
金
も
併
せ
て
募
金

ハ壮
帯
当
り
約
六

O
円〉
さ
れ
て

い
る
地
区
も
御
座
い
ま
す
の
で

何
卒
御
協
力
の
程
切
に
お
願
い

致
し
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
に

平

沢

豊

治

富
山
地
方
法
務
局
魚
津
支
局

で
は
同
局
管
内
に
於
け
る
魚
津

市
の
人
権
擁
純
委
員
全
光
邦
三

氏
の
委
員
辞
任
に
伴
う
新
委
員

に
つ
い
て
魚
津
市
金
屋
町

平

沢

豊

治

氏

が
去
る
九
月

一
日
附
で
発
令
任

命
さ
れ
ま
し
た
。

北
鬼
江
踏
切
充
分
検
討

金
銭
管
理
局
か
ら
回
答

さ
き
に
市
か
ら
交
通
事
故
防

止
の
た
め
北
見
泊
踏
切
に
遮
断

機
を
設
け
て
貰
い
た
い
と
金
沢

鉄
道
管
理
局
に
対
し
て
陳
情
し

て
い
た
と
こ
ろ
、
こ
の
ほ
ど
管

理
局
よ
り

「
日
頃
鉄
道
及
び
交
通
保
安

上
に
つ
い
き
ま
し
て
は
、
要

林

産

物

魚
津
市
に
生
産
さ
れ
る
林
産
物

の
品
質
の
改
善
を

図

る

と

共

に
、

一
般
消
費
者
の
認
識
を
深

め
る
た
め
に
、
次
の
要
領
で
林

産
物
品
評
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

か
ら
、
こ
ぞ
っ
て
出
品
さ
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

出
品
御
希
望
一の
お
方
は
、
各
出

張
所
、
農
業
協
同
組
合
、

木
炭

生
産
組
合
を
通
じ、

市
役
所
農

林
課
え
申
込
み
下
さ
い
。

寸

H
U

て

主

催

魚

津
市

二

、

期

日

十

一
月
中
旬

=
一、
出
品
要
領

川
木
炭片
貝
地
区

O 
，点

員
並
び
に
予
算
そ
の
他
の
事

情
が
あ
り
ま
す
の
勺
早
念
に

困
難
と
存
じ
ま
す
が
、
今
後

こ
れ
が
対
策
に
つ
い
て
十
分

検
討
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

と
書
面
で
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。

CI 
ロロ

評
Jt6.， 
~ 

松
倉
地
区
.
一
五
点

西
布
施
地
区

五
点

出
品
規
定
は
富
山
県
木
炭
検

査
規
則
に
準
ず
る
o

間
苗
木

H
苗
木
の
出
品
は
杉
二

年
生
及
び
コ
一
年
生
と
し
夫

々

五
本
を
一
点
と
す
る
。

ω栗
H
出
品
者

一
人

一
点

一
升

と
す
る
。

ω椎
茸
H
出
品
規
格
は
生
椎
茸

三

O
O
匁
、
乾
燥
椎
茸
一

O

O
匁
と
す
る
。

四
、
審
査
及
び
表
彰

審
査
は
市
長
の
任
命
叉
は
委

嘱
し
た
委
員
に
よ
っ
て
行
わ

れ
、
優
秀
な
も
の
に
そ
の
賞

状
を
授
与
す
る
口

傷
痕
軍
人
義
肢
修
理

更

生

相

談

等

実

施

今
回
日
赤
富
山
支
部
が
、
県
傷

民
軍
人
会
と
共
催
で
、
左
記
要

綱
に
よ
り
、
相
談
会
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
コU

実
施
内
容

一
、
傷
病
思
給
関
係

傷
病
恩
給
関
係
相
談
の
場
合

こ
れ
迄
の
関
係
書
類
一
切
持

参
の
こ
と
口

二
、
職
業
相
談

県
職
業
安
定
課
及
び
地
区
の

安
定
所
よ
り
、
係
員
が
来
所

の
上
、
職
業
斡
旋
に
関
す
る

一
切
の
柑
談
を
受
け
ま
す
。

二
一、
更
生
相
談

県
社
会
福
祉
課
並
に
県
更
生

相
談
所
よ
り
係
員
が
来
所
悶

々
の
相
談
を
受
け
ま
す
。

四
、
義
肢
の
相
談

新
調
及
び
修
理
相
談
に
つ
い

て
は
、
県
係
員
等
と
連
絡
の

上
相
談
を
受
け
ま
す
。

期
日

十
月
二
十
日
ハ
木
)

午
前
九
時
よ
り
午
後
一一一時
迄

場
所

大
町
小
学
校

向
こ
の
機
会
に
、

一
般
身
体
障

害
者
の
方
も
、
時
間
の
許
す
純

囲
内
に
於
て
、
義
肢
修
理
、
職

業
、
更
生
相
談
等
も
併
せ
て
実

施
さ
れ
ま
す
か
ら
、
希
翠
者
の

方
は
御
出
席

F
さ
い
。

寸
年
内
整
地

蹴

労

働

省

ル
松
永
労
災
補
償
課
長
朱
市

労さき
に
労
災
病
院
の
設
置
が

一
外
科
、
を
中
心
に
必
要
な
科
を

内
定
し
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て

一
設
け
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

労
働
省
松
永
労
災
補
償
課
長
.

一

明
春
は

一
部

医

療

を

開

始

建
設
省
浅
香
建
設
技
官

一
行
は

一
さ
れ
る
が
完
成
は
明
後
年
に

去
る
十
月
四
日
魚
津
市
加
積
地

一
な

る

だ

ろ

う

。い
ず
れ
に
し

区
六
郎
丸
地
内
に
建
設
内
定
の

一
て
も
建
設
省
の
近
代
的
技
術
の

労
災
病
院
の
敷
地
等
視
察
の
た

一
粋
を
集
め
た
デ
ザ
イ
ン
に
よ
つ

め
来
魚
、
市
役
所
二
階
会
議
室

一
て
な
さ
れ
る
か
ら
立
振
な
も
の

で
金
光
市
長
か
ら
約
二
時
間
に

一
と
な
ろ
う
。
場
所
と
し
て
は
よ

亘
り
、
敷
地
予
定
地
の
周
囲
の

一
い
と
こ
ろ
が
が
地
峡
的
に
道
路

環
境
、
水
道
、

電
気
脆
設
等
に

一
が
惑
い
点
も
あ
る
が
、
国
道
八

つ
い
て
詳
細
な
説
明
を
受
け
た

一
号
線
が
完
成
す
れ
ば
こ

の
問
題

後
、
市
長
の
案
内
で
現
地
を
詳

一も
解
決
す
る
と
思
う
。

細
に
視
察
し
た

一
診
療
は
労
災
患
者
が
主
だ
が
、

視
察
を
終
え
た
あ
と
記
者
団

二

般
の
診
療
に
も
応
ず
る
。

と
会
見
松
永
課
長
は
次
の
よ
う

一

に
冨
阿
っ
た
。

魚
津
市
に
内

定
し
た
労
災
病

院
の
敷
地
、
環

境
等
建
設
に
先

立
ち
、
地
躍
の

強
度
な
ど
専
門

的
技
術
聞
か
ら

視
察
に
来
た
が

全
国
.
フ
ロ
ッ
ク

セ

γ
タ
ー

に
な

る
同
病
院
は
全

国
で
二
十
ケ
所

で
、
総
工
費
は

医
療
施
設
を
除

い
て
約
二
億
円

年
内
に
整
地
に

か
L

る
こ
と
に

な
る
が
、
ベ
ッ

ド
数
は
約
二
百

余
り
で
、
内
科

.......... 、
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魚
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魚
津
地
区 ぐ敷地を視察す る 一行〉

美
術
の
秋

第
四
国
美
術
展
開
催

魚
津
市
芸
術
協
会
主
催
第
四

回
美
術
展
覧
会
は
攻
の
要
項
の

通
り
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
本
年
は
特
に
市
長
賞
が
出

る
事
に
な
っ
た
の
で
美
術
愛
好

者
は
按
っ
て
出
品
し
て
下
さ
い
』

て

主

催

魚

津

市

芸
術
協
会

て

後

援
魚
津
市
教
育
委
員
会

て

期

日

十

一
月

一
日
.
ニ

目、
三
日
(
一一一
日
間
}

て

会

場

西

部

中
学
校

一
、
出
品
部
門

洋
閥
、
光
画
、

書

道

、

工

芸
、
華
道
、
高
等
学
校
生
徒

作
品
、
中
小
学
校
童
児
作
品

参
考
作
品
と
し
て
「
故
佐
々

木
直
哉
氏
」

遺
作
も
出
品
さ

れ
る
予
定
。

昭
和
主
十
年
産
米
の
集
荷
に
つ
い
て
は
、
八
月
末
日
で
予
約
申
込
を
終
り
、
農

家
各
位
の
御
協
力
に
よ
っ
て
券
万
華
千
石
に
達
し
ま
し
た
が
、
今
回
政
府
に
お

い
て
、
全
国
的
に
豊
作
が
期
待
さ
れ
る
現
状
に
鑑
み
、
当
初
の
売
渡
申
込
数
量

め
増
額
改
訂
に
つ
い
て
、
生
産
者
か
ら
申
込
み
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た

の
で
、

一
地
の
御
配
意
を
願
い
ま
す
。

向
集
荷
改
訂
山
一
〈
腕
前
蛍
領
及
び
改
訂
売
買
条
件
は
定
記
の
通
り
で
す
。

記

一
し
た
が
、
今
回
豊
作
が
見
込
一
出
実
績

昭
和
三
十
年
産
米
集
荷
改
訂
実
一
ま
れ
ま
す
の
で
、
当
初
の

収

穫

一

一

七

、
冗
抗
コ一
石

摘
要
領

，

e

一
見
込
み
よ

P
増
収
を
予
想
さ
れ

一
ー
ー
I
l
l
i-
-
I
l
i
-
-

一
、
こ
の
要
領
に
基
く
、
昭
和
一
る
生
産
者
か
ら
、

さ
ら
に
増
額

一

眼
騰
襲
臨
薗
醸
擁
護

三
十
年
産
米
穀
の
売
貨
条
件
の
一
改
訂
売
渡
申
込
み
を
受
製
す
る

一

醐
灘
舗
醐
園
開
鶴
灘
盤

改
訂
に
つ
い
て
は
別
に
定
め
る
一

こ
と
と
し
て
、
そ
の
条
件
は
弐
一

間
醸
繍
轍
幽
閉
溜
瀦
繍

二
、
僧
額
改
訂
売
渡
申
込
の
、

一
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
ま
す
一

圃
購
鶴
臨
圃

♂

竣

食
糧
事
務
所
に
お
け
る
受
付
期
一

O

食
精
庁
叉
は
食
糧
事
務
所

一

醐
臨
鰯
麟
箇

…
溜

照
は
、
昭
利
三
十
年
十

一
月
十
一
長
に
売
渡
申
込
書
を
提
出
す
る
一

幽
開
麟
翻
溜

¥

五
日
と
す
る
o

一
期
限
は
、
昭
和
三
十
年
十
一
月
一

蹴
鰯
鱗
麟
鵬

K
M…汲一

=
一
、
集
荷
予
定
数
量
に
つ

い
て

一
十
五
日
ま
で
と
す
る
。

一

副

欝
鞠
灘
蹴
…

~β
勺

の
要
請
は

行

わ

な

い

。

一

O
政
府
は
こ

の
売
買
条
件
に
よ

一

幽
賜
灘
鱒
醐
閉
山
♂
幽

四
、
増
額
改
訂
売
渡
申
込
に
つ
一

る
売
渡
申
込
み
の
も
の
に
つ
い
一
遡
瀦
繍
錦
繍
鱒

i
y

い
て
は
買
入
代
金
の

一
部
概
算

一
て
は
、
概
算
金
の
支
払
を
行
わ

一

行

詩

人

引

開

設
が

払
を
行
わ
な
い
。

一
な
い
も
の
と
す
る
。

一

J
J
J一
一

m

五
、
売
渡
し
の
申
込
を
し
な
か

一
O

前
二
項
の
他
は
当
初
の

一

E
E脹
膨
脹
脈
勝

っ
た
生
産
者
も
、
憎
額
改
訂
亮

一
「
昭
和
一
一
一
十
年
産
米
穀
の
売
買

一

・
・
圃
闘
開
園
田
園
田

渡
申
込
の
手
続
に
従
っ
て
、
売

一条
件
」
に
よ
る
も
む
と
す
る
@

一
，

l
i
l
i
-
-
1
1

渡
申
込
を
な
し
得
る
も
の
と
す
一
向
不
明
の
点
は
市
農
林
課
ま
で
寸
|

l

i
l

i
-

-
-

る

一

ー

一
照
会
し
て

rさ
い
c

一

ド

ド

ょ

に

二

愛

、

F
r

六
、
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
一
集
荷
買
入
賞
鎖
状
況

一

一

イ

ヰ

7
nノ
l
慢
し
ヨ
J
q

は
昭
和
主
十
年
昨
米
集
荷
「
事
一
今
年
の
予
約
数
量

一

桁
田
町
内
川
河
込
制
」

実
施
要
領
に

一
八
月
一
一
一
三
詳
一
石

一

赤

い

視

に

御

協

力

下

3
い

発
高
和
三
十
年
産
米
穀
の
賓
買
儲
一

今
年
の
焼
荷
m
失
調

一

4

3

[

一

件

・

一

十

月

十

匹

日

現

在

一

9
年
グ
通
り
十
月
は
共
同
募
金

一た
。

叩

一

事
前
売
渡
申
込
制
度
に
よ
っ
て
一

.一
一
一
一
人
九
二
二
石
一
月
間
で
あ
り
ま
す
o

不
幸
な
方

一

記

日
一
昭
和
コ
一十
年
八
月
品川

一
日
ま
で
一
集
利
率
九
人
形
七

一
々
め
た
め
に
、
福
祉
厚
生
施
設

一魚

津

地

区

F
一
苑
渡
申
込
み
の
受
理
を
行
い
ま

一昨
年
の
九
月
三
十
日
現
在
の
供

一
援
助
の
た
め
に
ど
う
ぞ
暖
い
御

一
下
中
島
地
区

。

芳
志
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

一
上
中
島
地
区

ぜ

I年

さ
き
に
募
金
委
員
会
を
開
き
ま

一
松

倉

地

区

。

し

て

、

脊
地
区
の
募
先
目
標
額

一
上
野
方
地
区

3
，

が
世
帯
数
等
ハ
一
秋
幣
当
り
約

一
下
野
方
地
区

和

七

O
円
〉
を
基
準
に
致
し
ま
し

一
片

貝

地

区

て
左
の
通
り
設
定
さ
れ
ま

し
ー一
加

積

地

区

昭

一
道

下

地

区

経

回

地

区

天

神

地

区

間
布
施
地
区

押
売
り
に
注
意

収
穫
の
農
繁
期
の
訪
れ
と
共
に

刑

務

所

を

出

た

と

か

.

更

生
会
か
ら
だ
と
か
の
偽
装
団
体

を
背
景
に
、
寄
附
読
は
原
価
の

安
い
鉛
筆
等
を
高
価
に
売
り
つ

け
る
押
売
り
が
予
想
さ
れ
、
叉
一

留
守
と
見
れ
ば
昼
巣
狙
い
や
、
一

玄
関
荒
し
に
早
愛
り
す
る
お
そ
一

れ
も
あ
る
の
で
、
次
の
事
に
注

意
し
.
被
害
の
防
止
に
努
め
て
一

下

さ

い

。

-

こ
ん
な
押
売
り
に
見
舞
しわ
れ
一

た
ら
、
す
ぐ
警
察
防
犯
組
合
一

与

え

、

-

一
、
断
つ
で
も
、
し
つ
こ
く
立
一

退

か

な

い

。

一

二
、
最
初
か
ら
刑
務
所
を
出
て
一

来
た
と
か
云
っ
て
脅
か
す
。
一

言
、
詐
言
を
用
い
て
、
組
悪
品
一

を
高
く
売
り
つ
け
る
。

一

四
、
断
わ
ら
れ
た
ら
、
顔
に
す
一

ご
味
を
き
か
せ
、
嚇
し
文
句
一

を
並
べ
る
。
a

一

押
賓
H
V
を

防

ぐ

に

は

一

て

家

を
留
守
に
す
る
時
は
、
一

ち
ょ

っ
と
の
聞
で
も
、
玄
閣
欄

勝
手
口
に
は
必
ず
施
錠
を
し
1

6

て
お
く
こ
と
。

二
、
余
り
甘
い
話
に
は
乗
ら
な

い
こ
と
o

三
、
若
し
押
売
'
り
に
見
舞
わ
れ

た
ら
、
機
転
を
き
か
し
た
断

り
方
や
.
平
常
よ
り
隣
、
近
所

で
示
し
合
せ
て
お
く
と
か
、

有
線
放
送
を
利
用
し
て
、
す

ぐ
に
お
互
に
知
ら
せ
大
勢
の

力
で
退
散
さ
せ
る
。

四
、
見
知
ら
お
行
商
人
や
、
不

審
な
人
は
J

お
互
に
注
意
し

合
い
、
有
税
放
送
又
は
電
話

で
警
察
や
防
犯
組
合
に
届
け

V
Q

F

」
長」
O
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よくち

た
め

あ惨たのーφ-2す乏
税民市 第 3期

課

日

期限までに完納 Lて下さい

税務

天
一
柳
小
島
'
校
石
倉
姉
妹

人

命

救

助

八
月
五
日
午
後
三
時
頃
、
天
神
小

学
校
旦
年
石
倉
弘
子
さ
ん
、
一
年

石
倉
秀
子
さ
ん
の
姉
妹
が
遊
び

に
行
っ
た
処
、
小
川
寺
部
落
居

住
の
大
森
幸
美
ハ
当
二
年
〉
が
誤

っ
て
同
用
水
ハ
巾
三
尺
水
深
五

寸
)
に
転
落
し
た
の
を
秀
子
さ

ん
が
現
認
し
た
の

で
念
を
姉
弘

9月人口動態

計

80人

女

48 

男

32 出生

子
さ
ん
に
告
げ
た
。

姉
弘
子
さ

ん
は
約
三
十
米
離
れ
た
現
場
に

念
行
用
水
に
倒
れ
て
い
る
被
害

者
を
光
き
起
し
救
助
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
被
害
者
は
転
落
直

後
救
助
さ
れ
た
の
で
水
も
の
ん

で
居
な
か
っ
た
。
姉
妹
と
も
学

校
の
成
績
が
良
く
住
民
か
ら
感

謝
さ
れ
て
い
る
o

26人

1イ牛:

46.789人

8.971 

26組

81 8 

ロ

世帯数

死亡

婚姻

離婚

人

保

育

専

問

拳

院

開

設

明
書

2
出
願
期
間

昭
三

O
年

一
O
月
四
日

ハ
火
)
か
ら
昭
三

O
年
一

O

月
一
八
日
(
火
)
ま
で

六
、
試
験
科
目

L
学
科
試
験

イ

国

語

ロ
一
般
社
会

ハ
一
般
数
学

-

一

音

楽

2.
身
体
検
査

3.
口
頭
試
験

七
、
試
験
期
日
及
び
試
験
場
所

一
O
月
二
一一一日
(
日
)
午
前
九

時
か
ら
(
富
山
中
部
高
等
学

校
)
一
O
月
二
四
日
(
月
)
午
前
九

時
か
ら
(
富
山
県
職
員
会
舘
)

八
、
試
験
結
果
発
表

一
O
月
二
八
日
(
金
)

木
人
あ
て
通
知
す
る

九
‘
在
学
中
の
経
費

授
業
料
を
徴
収
し
な
い
@

学
生
に
対
し
月
額
八

O
O円

寄
宿
舎
に
入
る
者
に
月
額
一

0
0円
の
手
当
を
安
給
す
る

予
定
で
あ
る

一
0
.
卒
業
後
の
資
格

児
章
福
祉
法
に
基
く
保
母
の

資
格
が
与
え
ら
れ
る
。

二
、
其
の
他
こ
の
要
領
に
関

す
る
出
願
手
続
及
び
其
の
他

の
問
い
合
せ
は
市
社
会
福
祉

事
務
所
に
連
絡
し
て
下
さ
い

伺

椎
名

道

三

翁

的

下
新
川
と
中
新
川
の
両
郡
に

か
け
て
、
一
生
殆
ん
ど
を
、
治

水
と
開
墾
に
捧
げ
た
椎
名
遁
一一一

翁
は
、
郷
土
の
生
ん
だ
偉
人
で

あ
り
、
開
墾
の
先
躯
者
と
し
て

吾
等
が
そ
の
効
績
を
偲
ん
で
、

現
在
の
恩
恵
に
深
い
感
謝
を
捧

げ
ね
は
な
り
ま
せ
ん
。

翁
は
光
椅
天
皇
の
寛
政
二
年

コ
一月
(
一
七
九

O
)今
か
ら
百
六

十
五
年
前
、
中
新
川
郡
中
加
積

村
小
林
〈
現
在
滑
川
市
〉
宝
田
宗

三
郎
の

こ
男
に
生
れ
ま
し
た
。

父
宗
三
郎
は
当
時
十
村
役
ハ
今

の
区
域
町
村
長
の
頭
に
当
る
も

の
〉
を
務
め
て
い
ま
し
た
。
遣

さ
は
生
れ
て
ま
も
な
く
下
新
川

郡
松
倉
村
字
大
熊
(
現
在
魚
津

市
)
の
素
封
家
椎
名
遁
山

の

養

子
と
な
り
ま
し
た
。
生
れ
た
ば

か
り
の
道
一一一は
山
深
い
大
熊
の

山
気
を
吹
う
て
育
つ
こ

と
に
な

り
ま
し
た
。

椎
名
遁
山
は
松
倉
妓
主
椎
名

氏
の
子
孫
と
一
一
一
口
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
椎
名
氏
は
戦
国
時
代
越
中

の
守
護
代
と
し
て
、
代
々
松
倉

械
に
あ
り
、
新
川
全
郡
を
領
し

て
い
る
豪
族
で
あ
り
ま
し
た

が
、
天

E
四
年
三
月
(
一
五
七

ムハ
)
今
か
ら
三
百
八
十
年
前
)
維

名
肥
前
守
康
胤
が
上
彰
謙
信
に

攻
め
ら
れ
て
敗
れ
、
其
の
領
土

を
失
っ
て
以
来
、
そ
の
子
孫
は

農
を
業
と
す
る
様
に
な
り
、
土

着
の
場
所
を
大
熊
村
と
称
し
‘

相
続
者
を
代
々
道
山
と
称
し
て

き
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

む
つ
ぎ
か
ら
育
て
ら
れ
た
遁

三
は
、

大
き
く
な
る
に
つ
れ
て

人
並
す
ぐ
れ
て
敏
捷
で
、
そ
の

上
機
智
に
富
ん
で
.
村
民
か
ら

も
神
宮
と
呼
わ
れ
.
末
恐
ろ
し

き
少
年
よ
と
大
き
い
望
み
を
か

け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

遁
三
は
家
に
伝
わ
る
系
図
を

見
る
毎
に
祖
先
の
偉
業
を
偲
び

暇
さ
え
あ
れ
ば
、
松
倉
山
の
城

祉
に
立
っ
て
、
か
つ
て
は
祖
先

が
心
血
を
こ
め
て
治
め
て
い
た

山
河
を
眺
め
る
こ
と
を
何
よ
り

の
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

叉
体
躯
短
小
で
は
あ
っ
た
が
精

惇
で
‘
山
野
を
験
渉
す
る
と
と

が
何
よ
り
好
き
で
あ
り

ま
し

た
o

げ
た
ん
ん
¥
長
ず
る
に
及

ん
で
開
墾
や
水
利
の
術
に
長
じ

て
き
た
の
で
、
山
聞
の
耕
作
地

の
少
な
い
こ
の
地
に
暮
し
て
い

る
時
.
村
人
達
の
食
物
が
ま
こ

と
に
乏
し
〈
、
英
の
上
一
た
ん

今
回
秋
季
全
国
交
通
安
全
運
動
が
、
全
国
的
に
来
る
十
月
二

十
一

日
よ

り
、

三
十
一

日
ま
で
.
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
o

そ
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
「
交
通
安
全
思
想

の
普

及
を
図
り
、
円
滑
な
る
交
通
秩
序
の
確
立
と
交
通
事
故
の
未
然

防
止
」
に
あ

る
の
で
あ
り
ま
す
。
日
常
市
民
の
皆
様
に
は
.

交
通
の
安
全
に
つ
い
て
は
御
協
力
を
し
て
戴
い
て
い
ま
す
が
.

事
故
発
生
は
次
第
に
増
加
の
傾
向
を
示
し
て
お
り
.
こ
れ
は
お

互
い
の
自
覚
に
よ
っ

τ尊
い
人
命
を
、
尊
い
施
設

を
‘
禍
よ
り

守
り
‘

平
和
な
社
会
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
民
各
位
に
は
.
運
動
の
主
旨
を
了
解
さ
れ
絶
大
な
る
御
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

ーじ

一
.
安
全
運
動
実
描
要
領

L
目
的
交
通
安
全
思
想
の
普
及
を
図
り
.
円
禍
な
る
交
通
秩
序

ω
確

立
と
交
通
事
故
の
未
然
防
止
を
期
す
る
o

2
実
施
期
間

九
月
=
十
穴
目
か
ら
十
月
十
固
ま
で

i

九
月
二
十
六
日
(
月
)

一

災
病
院
敷
地
視
察
の
た
め
来

市
議
会
議
員
協
議
会
開
催
一

市

全
二
十
七
日
ハ
火
)

一全

五
日
(
水
)

市
議
会
特
別
委
員
会
開
催

一

市
農
業
委
員
会
定
例
会
開
催

菅
井
県
地
方
課
長
来
市

一全
七
日
〈
金
)

全

二

十

八
日
(
水
)

一

挙
母
市
議
会
議
員
等
行
政
視

九
月
定
例
市
議
会
開
催

一

察
の
た
め
来
市

企
三
十
日
(
金
)

一全
八
日
ハ
土
)

F
市
議
会
建
設
委
員
会
開
催
一
市
議
会
議
員
協
議
会
開
催

十

月

一

日

(

土

)

一

全

九

日

ハ

日

〉

九
月
定
例
市
議
会
(
再
会
)

一

工
場
誘
政
打
合
会
議
開
催

全
四
日
(
火
)

一全
十
日
ハ
月
〉

労
働
省
労
災
補
償
課
長
等
労
一
市
選
挙
管
理
委
員
会
開
催

鍛
鑓
に
見
舞
れ
る
時
の
村
人
の

固
苦
を
思
う
時
.
ぢ
っ
と
し
て

お
ら
れ
な
い
気
持
で
一
ぱ
い
に

な
り
ま
し
た
。
わ
け
で
も
大
熊

村
は
山
ふ
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
、

耕
作
地
が
少
な
く
村
人
の
難
儀

は
並
大
底
の
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
の
で
、
何
と
か
し

て
山
地
を
拓
い
て
、
少
し
で
も

村
人
の
家
計
を
豊
か
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て

松
倉
山
か
ら
見
下
す
一
帯
の
高

台
が
、
そ
の
ま
L
荒
れ
放
だ
い

に
な
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
ま

づ
祖
先
の
魂
の
こ
も
る
こ
の
荒

地
か
ら
開
墾
し
始
め
様
と
決
心

し
た
の
が
、
文
化
三
年
(
一
八

O
六
)
道
三
が
ヤ
七
才
の
春

で

し
た
。は
ち
切
れ
る
様
な
精
惇
そ
の

も
の
L
青
年
道
一
一
一
の
姿
が
大
熊

の
押
場
峠
に
現
わ
れ
、
開
墾
第

一
歩
を
踏
み
出
し
た
の
で
あ
り

ま
す
。そ
れ
か
ら
押
場
峠
の
附
近
に

は
、
朝
に
タ
に
道
三
の
婆
の
見

え
な
い
時
は
な
く
、
雨
が
降
っ

て
も
、
風
が
吹
い
て
も
、
鍬
の

音
の
聞
え
な
い
時
は
な
く
.
若

い
青
年
の
燃
え
る
様
な
心
は
、

い
つ
し
か
そ
こ
を
焼
き
つ
く
し

、
月
日
を
重
ね
て
遂
に
四
町
五

反
歩
余
の
耕
作
田
を
得
ま

し

た
。
こ
れ
が
道
一一一に
と
い
っ
て

は
、
大
地
に
対
す
る
限
り
な
い

感
謝
と
希
望
を
も
っ
た
最
初
で

あ
り
ま
し
た
。

道
三
に
は
喜
色
あ
ふ
れ
る
村

人
の
顔
を
見
て
て
は
、
態
々
開

拓
の
志
を
強
く
す
る
の
で
し
た

ハ
次
号
に
つ
H
A

く〉
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婦
人
参
政
権
十
周
年
記
念

「
枇
曾
と
と
も
に
進
む
婦
人
」

窮

員

募

集

主

催

労

働

省

一
人
の
生
き
/
¥
と
し
た
姿
を
画

都
道
府
県
選
挙
管
理

一面
に
と
ら
え
て
.
広
く
一
般
に

後
援
委
員
会
連
合
会

一
紹
介
す
る
た
め
.
婦
人
参
政
権

自
治
庁
・
公
明
選
挙
連
盟

一
十
周
年
を
記
念
し
て
・
「
社
会

協
賛
社
団
法
人
日
本
写
真
協

一一
と
と
も
に
進
む
婦
人
」
の
写
真

婦
λ
時
参
政
権
を
得
て
か
ら

一
を
一
般
か
ら
募
集
さ
れ
ま
す
。

十
年
に
な
る
今
日
.
婦
人
は
家

一

締
切
期
日

十
一
月
二
十
日

族
の
一
員
と
し
て
、

あ
る
い
は

一

応
募
規
定
そ
の
他
詳
細

に
つ

地
域
社
会
や
職
場
の

一
員
と
し

一
い
て
は
.
市
選
挙
管
理
委
員
会

て
.
め
ざ
ま
し
い
は
た
ら
き
を
一
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

し
て
お
り
ま
す
o

そ
う
い
う
婦

魚
津
警
察
署

十
月

二
十
一
日
よ
り
十
月
三
十
一

日
ま
で

丸
区
域

.全
国
一

円

4
実
施
の
主
眼
事
項

ω対
面
交
通
の
励
行

制
正
し
い
横
断
の
励
行

例
自
動
車
の
安
全
運
転
の
励
行

.
a
安
全
速
度
の
厳
守

b
徐
行
場
印
刷
に
お
け
る
徐
行
の
励
行

c
氾
越
の
際
に
お
け
る
安
全
確
認
の
励
行

仙門
学
童
幼
児
等
通
行
の
保
護

制
踏
切
に
お
け
る
安
全
確
認
の
励
行

料
自
動
車
等
完
全
整
備
の
励
行

例
道
路
の
有
効
幅
員
の
確
保

a
道
路
の
不
正
使
用
の
禁
止

b
放
置
物
件
の
徹
去

例
自
転
車
等
左
側

一
列
進
行
の
励
行

二
、
昨
年
度
じ
於
け
る
事
故
概
要

県
下
各
地
で
毎
日
の
よ
う
に
発
生
し
て
い
る
交
通
事
故
を
統

計
的
に
み
る
と
.
実
に
驚
ろ
く
程
の
数
に
上
り
し
か
も
年
を

遁
っ
て
上
昇
の
一
途
を
辿
り
、
特
に
交
通
禍
に
よ
っ
て
多
数

の
人
命
が
失
わ
れ
て
い
る
こ

と
は
.
ま
こ
と
に
ゆ
る
が
せ
に

で
き
な
い
問
題
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
交
通
事
故
増
加
わ

傾
向
は
.
適
法
観
念
の
欠
除
と
交
通
道
徳
の
低
下
に
よ
る
も

の
が
‘
そ
の
大
部
分
を
占
め
て
い
る
の

で
す
。

で
は
昨
年
に

お
け
る
県
下
の
事
故
の
発
生
状
況
等
を
検
討
し
て
み
ま
す

と
.

付
、
交
誼
事
故
震
生
状
況

魚
津
市
内
に
お

い
て
、
昨
年
中
に
交
通
事
故
に
よ
り
五
名
の

死
者
.
八
名
の
負
傷
者
.
十
六
万
八
千
円
の
物
的
損
害
を
受

け
て
い
ま
す
。
更
に
本
年
九
月
ま
で
に
、
死
者
二
名
負
傷
者

十
三
名
を
出
し
て
昨
年
を
し
の
ぐ
形
成
に
あ
り
ま
す
。
県
下

、
の
統
計
を
見
る
時
、
年
間
五
十
九
名
と
云
う
死
者
を
出
し
、

更
に
六
四
七
名
に
及
ぶ
負
傷
者
を
数
え
.
二
、

O
五
六
万
八

千
円
に
の
ぼ
る
物
的
損
害
を
出
し
て
い
る
の

で
あ
り
ま
す
。

伺
、
交
温
事
故
と
場
所

市
街
地
に
於
て
は
‘

一
般
道
路
が
最
も
多
く
、
一
一
一
一
一
一

O
件
.

，
次
い
で
交
叉
点
、
向
路
と
云
う
順
で
あ
り
.
非
市
街
地
に
お

い
て
も
略
同
様
の
数
字
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

伸
、
交
温
事
故
と
天
候
関
係

一
年
三
百
六
十
五
日
の
中
.
晴
天
の
日
に
は
最
も
事
故
が
多

く
、
四
九
二
件
二
日
平
均
三
、
五
件
の
発
生
を
み
て
お
り
)

次
い
で
.
曇
天
と
い
う
順
を
温
っ
て
い
る
。

同
門
.
事
故
に
よ
る
死
傷
者
の
年
令
性
別
等

六
才
未
満
の
九
五
名
を
筆
頭
に
六
才
よ
り
十
ニ
才
の
小
学
生
‘

層
の
九
五
名
.
次
い
で
二
十
才
よ
り
二
四
才
の
青
年
層
、
・
弐

，一いで
六
十
才
以
上
の
老
年
層
.
と
云
う
順
を
遁
っ
て
お

q、

幼
児
、
小
学
生
等
の
路
上
遊
戯
が
、
交
通
禍
の
因
を
な
し
て

.
お
る
こ
と
を
.
知
突
に
も
の
語
っ
て
い
ま
す
.
又
死
傷
男
女
的
。

比
率
は
年
間
、
男
五
二
一
名
、
女
一
九
四
名
と
な
っ
て
お
・

り
、
男
は
全
事
故
の
七
ニ
、
五
掃
を
示
し
て
い
る
。

品
開
、
交
温
事
故
の
原
因
と
件
輩

そ
の
大
半
は
運
転
者
の
徐
行
、
温
越
違
反
或
は
醗
町
運
転
‘

操
縦
未
熟
等
で
あ
り
ま
す
が
、
通
行
者
に
よ
る
原
因
も
相
当

数
に
の
ぼ
り
、
特
に
子
供
の
路
上
遜
戯
、
車
輔
の
直
前
・直
後

の
横
断
が
目
立

っ
て
増
え
て
お
り
.
子
供
を
持
つ
親
は
特
に
.

注
意
す
べ
き
で
あ
り
ま
す。


